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概要 

本受託研究では、フォトニックインターネット分野において、国際標準化団体を通じて国際技術を獲得し、かつ、日本

発の標準を推進するため、日本で研究開発を行っている研究者、開発者が相互に議論する場を構築した。その成果として、

全光型で電気処理の限界を超える次世代フォトニックインターネットワークを実現に向け、新たな網制御プロトコルを世

界に先行して開発した。また、日本を中心とした各研究機関で開発を進めているプロトコルの実装コードを相互に接続し、

標準仕様を策定した。3 年間を通じて、標準化技術の獲得、Leading Edge コードの開発を推進し、特にアプリケーショ

ンを含めた実験、米国海外諸機関との連携、及び国際的マルチベンダでの技術検証を実施した。特筆すべき成果としては、

PIL 主催による国際公開実験(東京 - Washington DC)等により、国際標準化で日本が主導権を握れたことが揚げられる。 
 

Abstract 
Photonic Internet Lab. (PIL) is shooting for the leading edge photonic-GMPLS (Generalized Multi-protocol Label 
Switching) that utilizes wide-band, cost-effective photonic technology to implement IP-centric managed networks. 
PIL is a consortium for researching the GMPLS protocol and advancing a de facto standard in this area. Members 
make leading edge GMPLS code modules and test them at the lab site. The experimental results, new ideas, and 
protocols are contributed to standardization bodies such as IETF and OIF.  Note that, the world's first trial of 
MPLS / GMPLS interworking with multi-region (multi-layer), multi-route, multi-vender equipments are 
demonstrated by PIL. 
 
日本がコアコンピタンスとしてもつ光技術をベースに、全光型でネットワークコストを大幅に下げ、電気処理の限界を

超える次世代フォトニックネットワークを実現するため、新たな GMPLS プロトコルを世界に先行して開発し、その技

術の実証研究を行う場として、「フォトニックインターネットラボ(PIL)」を創設した。まず、フォトニックネットワーク

の制御プロトコルについて、標準化団体会合や学会等で研究発表を行っているキーパーソンに呼びかけ、沖電気工業株式

会社、日本電気株式会社、富士通株式会社、古河電気工業株式会社、三菱電機株式会社および NTT の 6 社で活動を開始

した。その後、2003 年 3 月に株式会社日立製作所が、2004 年 3 月に IP infusion 社、及び慶應義塾大学が加入し,平成

14 年度から平成 16 年度の 3 ヵ年にわたり、以下のステップで研究開発と相互接続検証を進めた。 
• STEP1 最新の GMPLS プロトコルの実装・実証および相互接続性の検証（平成 14 年度） 
• STEP2 全光型フォトニックネットワーク制御プロトコルの開発（平成 15 年度） 
• STEP3 開発したプロトコルをベースとした相互接続性の検証と標準化（平成 16 年度） 

 
3 年間を通じて、PIL を運営し、その国際展開活動を強化した。PIL では、フォトニックインターネットの分野におい

て、標準化技術の獲得、Leading Edge コードの開発を推進し、特にアプリケーションを含めた実験、米国海外諸機関と

の連携、及び国際的マルチベンダでの技術検証を実施した。 
国際標準化活動では IETF、OIF に参加し、44 件に上る国際標準化寄書の提案を行った。重点技術分野は、光ネット

ワークであり、日本からの技術提案を多く行っている RFC 化の近いリストレーションについて、日本発の技術を標準化

するための提案を行った。さらに、グローバルなキャスティングボードに入ることと、光＋IP 技術で日本が技術の中核

になるよう、積極的に活動した。具体的には、OVPN など新しい NW サービスや光と IP 技術を融合したマルチレイヤ

での障害回復等、インターネットサービスのキラーアプリケーションである Web を高度化し GMPLS プロトコルとの連

携を図る新たなサービスや機能を実現する技術、及び、MPLS からのマイグレーション技術等より実現性を追及した。

これらのフォトニック NW の利用技術のいくつかをデモンストレーションし、より具体的なソリューションとしてのプ

ロトコルであることをアピールした。 
また、重要な成果として、2005 年 2 月には、PIL が主催の中心となり、世界から 300 名以上を東京に集め、iPOP2005

（http://www.pilab.org/ipop2005/）を開催した。米国とライブでつないで国際公開実験(東京 - Washington DC)やブー

スによるデモを行いった。国際公開実験の構成と様子を以下に示す。本公開実験は世界で始めて、グローバルな企業間で、

先駆的なプロトコルにより行われ、多くの米国や IETF、ITU のメンバにアピールされただけではなく、従来はあまりビ

ジビレィティを得られなかった中国等でも注目を集めるなど、国際技術獲得に大きな一歩となった。 
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